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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　船舶の対水速度を検出すべく、同船舶から側方の水面の上方へ張り出したアームと、船
側面に沿う外水境界層の影響を受けないように上記アームの先端部に下方へ向けて装着さ
れたカメラとを備え、上記船舶の航行中に同船舶の船側部に沿う相対的な水の流れの表面
に生じる多数の泡を上記の下方へ向けて装着されたカメラにより所要の時間間隔で撮影す
るためのシャッター操作手段と、同シャッター操作手段の作動時における上記の下方へ向
けて装着されたカメラと上記水面との距離を計測する測距手段と、上記シャッター操作手
段の作動に応じ順次撮影された上記泡の複数の撮影データの相互比較と上記測距手段の計
測データとに基づいて上記泡の上記船側部に対する船長方向の相対的移動距離を計測する
泡移動計測手段と、同泡移動計測手段により求められた上記泡の上記相対的移動距離と同
移動距離に対応した上記時間間隔とから上記船舶の対水速度を算出する演算器とが設けら
れたことを特徴とする、舶用対水速度計測装置。
【請求項２】
　船舶の対水速度を検出すべく、同船舶から側方の水面の上方へ張り出したアームと、船
側面に沿う外水境界層の影響を受けないように上記アームの先端部に下方へ向けて装着さ
れたビデオカメラとを備え、上記船舶の航行中に同船舶の船側部に沿う相対的な水の流れ
の表面に生じる多数の泡を上記の下方へ向けて装着されたビデオカメラにより所要時間に
わたって連続的に撮影するためのシャッター操作手段と、同シャッター操作手段の作動時
における上記の下方へ向けて装着されたビデオカメラと上記水面との距離を計測する測距
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手段と、上記シャッター操作手段の作動に応じ連続的に撮影された上記泡の上記船舶に対
する相対的移動の影像と上記測距手段の計測データとに基づいて上記泡の上記船側部に対
する船長方向の相対的移動距離と同移動距離に対応した上記所要時間とから上記船舶の対
水速度を算出する演算器とが設けられていることを特徴とする、舶用対水速度計測装置。
【請求項３】
　上記アームが船側の内側へ引込み可能に設けられていることを特徴とする、請求項１ま
たは２に記載の舶用対水速度計測装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、航行中の船舶において、同船舶の対水速度を計測できるようにした舶用対水
速度計測装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　船舶の対水速度を計測する手段として、種々の電磁式ログ（Electromagnetic log）や
音響ログ（ドップラーログ：Doppler log）が開発されている。電磁式ログは、ファラデ
ーの電磁誘導の法則を利用したもので、船底から突出した測定桿の先端のコイルを有する
センサによる磁界が海水を切るとき、センサの先端に取付けられた一対の電極に相対速度
に比例して生ずる起電力により、船舶の対水速度を測定する装置である。音響式ログは船
底に送受波器（Transducer）を装備して、発射周波数と反射周波数との周波数のずれ（ド
ップラーシフト）を演算処理することにより船舶の対水速度を得るものである。
　しなしながら、電磁式ログや音響式ログで計測した対水速度計測値は、航走する船体の
影響、主として、船体表面に発達する境界層の影響を含んでいるため、正確な対水速度を
検出することはできない。
【特許文献１】特開平９－５３４８号公報
【特許文献２】特開平９－１９６９５６号公報
【特許文献３】特開２００５－２９２０１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、電磁ログや音響ログで問題となる船体表面近傍の、船体と流体との摩擦によ
って対水流速が遅くなる部分の影響を回避するため、船体に対する相対的な水の流れの境
界層の影響を受けないように、船体から側方へ離れた水面上の泡（微細気泡の集合体とし
て輪郭を識別できるもの）の画像を経時的に処理して、簡便な手段により船舶の対水速度
を計測できるようにした舶用対水速度計測装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の舶用対水速度計測装置は、船舶の対水速度を検出すべく、同船舶から側方の水
面の上方へ張り出したアームと、船側面に沿う外水境界層の影響を受けないように上記ア
ームの先端部に下方へ向けて装着されたカメラとを備え、上記船舶の航行中に同船舶の船
側部に沿う相対的な水の流れの表面に生じる多数の泡を上記の下方へ向けて装着されたカ
メラにより所要の時間間隔で撮影するためのシャッター操作手段と、同シャッター操作手
段の作動時における上記の下方へ向けて装着されたカメラと上記水面との距離を計測する
測距手段と、上記シャッター操作手段の作動に応じ順次撮影された上記泡の複数の撮影デ
ータの相互比較と上記測距手段の計測データとに基づいて上記泡の上記船側部に対する船
長方向の相対的移動距離を計測する泡移動計測手段と、同泡移動計測手段により求められ
た上記泡の上記相対的移動距離と同移動距離に対応した上記時間間隔とから上記船舶の対
水速度を算出する演算器とが設けられたことを特徴としている。
【０００５】
　また、本発明の舶用対水速度計測装置は、船舶の対水速度を検出すべく、同船舶から側
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方の水面の上方へ張り出したアームと、船側面に沿う外水境界層の影響を受けないように
上記アームの先端部に下方へ向けて装着されたビデオカメラとを備え、上記船舶の航行中
に同船舶の船側部に沿う相対的な水の流れの表面に生じる多数の泡を上記の下方へ向けて
装着されたビデオカメラにより所要時間にわたって連続的に撮影するためのシャッター操
作手段と、同シャッター操作手段の作動時における上記の下方へ向けて装着されたビデオ
カメラと上記水面との距離を計測する測距手段と、上記シャッター操作手段の作動に応じ
連続的に撮影された上記泡の上記船舶に対する相対的移動の影像と上記測距手段の計測デ
ータとに基づいて上記泡の上記船側部に対する船長方向の相対的移動距離と同移動距離に
対応した上記所要時間とから上記船舶の対水速度を算出する演算器とが設けられているこ
とを特徴としている。
【０００６】
　さらに、本発明の舶用対水速度計測装置は、上記アームが船側の内側へ引込み可能に設
けられていることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の舶用対水速度計測装置では、航行中の船舶の船側に沿う相対的な水の流れの表
面に生じる泡が、船側面に沿う外水境界層の影響を受けないように船体側方へ張り出した
アームの先端部の下向きカメラにより、同カメラのシャッター操作手段の作動に伴い、所
要の時間間隔（例えば３０分の１秒）ごとに撮影されて、その複数の撮影データで形状か
ら特定される同じ泡の上記時間間隔における船体後方への相対的移動距離の計測が可能に
なり、その上記時間間隔との比としての船体の対水速度が演算器により簡便に求められる
ようになる。
【０００８】
　また、船体側方の水面における泡の撮影手段として、下方へ向けて装着されたビデオカ
メラが設けられる場合は、同ビデオカメラのシャッター操作手段により上記泡の動きが所
要時間にわたって連続的に撮影されるとともに、同ビデオカメラと上記水面との距離が測
距手段により計測されるので、上記シャッター操作手段の作動に応じ連続的に撮影された
上記泡の上記船舶に対する相対的移動の影像と上記測距手段の計測データとに基づいて、
同じ泡の上記船側部に沿う相対的移動距離と同移動距離に対応した上記所要時間とから、
上記船舶の対水速度が演算器により簡便に求められるようになる。
【０００９】
　そして、上記のカメラまたはビデオカメラを装着されたアームは、不使用時には船側の
内側へ格納されるので、船体の接岸に際して支障をきたすことはない。
【実施例】
【００１０】
　図１は本発明の一実施例としての舶用対水速度計測装置を備えた船舶を模式的に示す斜
視図、図２は図１の装置の使用状態を示す正面図、図３は上記装置による船舶の対水速度
計測の態様を模式的に示す説明図である。
【００１１】
　図１および図２に示すように、船舶１の船体平行部において、甲板１ａ上に台座２を介
して水面Ｗの上方へ張り出したアーム３が設けられており、船側面に沿う外水境界層の影
響を受けないように上記アーム３の先端部には下方の水面Ｗへ向けて装着されたカメラ（
好ましくはＣＣＤ方式カメラ）４が装備されている。
【００１２】
　そして、カメラ４のシャッター操作手段４ａが、船内の図示しない遠隔装置によって作
動できるように構成されている。
　また、アーム３の先端部には、シャッター操作手段４ａの作動時に、これと連動してカ
メラ４と水面Ｗとの距離Ｄを計測する測距手段５が設けられている。
【００１３】
　さらに、図１および図３に示すように、シャッター操作手段４ａの作動に伴い、下方へ
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向けて装着されているカメラ４で撮影された水面上の同一の泡Ｂのｔ秒間における船側部
に対する船長方向の相対的移動距離Ｅを、泡Ｂの映像ｂ1，ｂ2の位置変化量ｅに対応する
ものとして計測しうる泡映像計測器６が設けられている。
【００１４】
　上述の本実施例の舶用対水速度計測装置では、船舶１の航行時に、船側面に沿う水の流
れの境界層の影響を受けないようにアーム３を介し船側部から側方へ離れた位置で、例え
ば時間間隔を１／３０秒にして撮影しうる高速度のシャッター操作手段４ａを備え、下方
へ向けて装着されたカメラ４により同じ泡Ｂを撮影した２つの映像ｂ1，ｂ2の相対的移動
距離ｅに基づき、カメラ４の特性に対応した距離Ｄ（例えば３メートル）におけるカメラ
映像の縮尺（例えば１／１０）を考慮することにより、泡Ｂの船体に対する相対的移動距
離の実寸Ｅを、泡映像計測器６において求めることができる。
【００１５】
　すなわち、１／３０秒の時間間隔で撮影した同一の泡Ｂの映像ｂ1，ｂ2の相対的移動距
離ｅが、例えば１７．１ｍｍの場合は、実際の泡Ｂの相対的移動距離は、距離３メートル
におけるカメラ映像の縮尺１／１０および時間間隔１／３０秒を考慮して毎秒１７．１ｍ
ｍ×１０×３０、すなわち毎秒５．１３ｍとなるから、時速としての船速Ｖ（ノット）は
、１ノットが毎時１８５２ｍとして、［数１］式により、演算器７を用いて、約１０ノッ
トとして求められる。
［数１］
　　　　　Ｖ＝５．１３×６０×６０／１８５２≒１０
【００１６】
　なお、図１に示すように、本実施例において、アーム３は、本装置の不使用時には電動
式回転駆動装置３Ａを用いて鎖線図示のごとく回動させることにより、船側の内側へ引込
み可能に構成されており、このようにして、この船舶の接岸時に支障をきたさないように
配慮されている。
【００１７】
　前述の実施例では、カメラ４がスチルカメラとして用いられているが、このカメラ４と
してビデオカメラ（好ましくはＣＣＤ方式）を用いてもよく、その場合は、或る泡の特定
時刻の映像に対して、所要時間後における同じ泡の画面上における映像の移動距離が求め
られ、このようにして、前述の実施例の場合と同様の手段により船舶の対水速度を計測す
ることができる。
【００１８】
　すなわち、船体側方の水面における泡の撮影手段として、下方へ向けて装着されたビデ
オカメラが設けられる場合は、同ビデオカメラのシャッター操作手段により上記泡の動き
が所要時間にわたって連続的に撮影されるとともに、同ビデオカメラと上記水面との距離
が測距手段により計測されるので、上記シャッター操作手段の作動に応じ連続的に撮影さ
れた上記泡の上記船舶に対する相対的移動の影像と上記測距手段の計測データとに基づい
て、同じ泡の上記船側部に沿う相対的移動距離と同移動距離に対応した上記所要時間とか
ら、上記船舶の対水速度が演算器により簡便に求められるようになる。
【００１９】
　そして、この場合も、ビデオカメラを装着されたアームは、前述の実施例の場合と同様
に、不使用時には船側の内側へ格納され、船体の接岸の際に支障をきたさないように配慮
される。
【００２０】
　なお、船側部に対する水面Ｗの泡の相対的な動きについては、複数の泡による水面パタ
ーン（輝度パターン）の微小時間における船長方向の移動距離として求めるようにしても
よく、この場合も前述の実施例と同様の手法で船舶の対水速度を求めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施例としての舶用対水速度計測装置の船舶への装着状態を示す斜視
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【図２】図１の装置の使用状態を示す正面図である。
【図３】図１，２に示す舶用対水速度計測装置における作用の態様を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１　船舶
　１ａ　甲板
　２　台座
　３　アーム
　３Ａ　電動式回転駆動装置
　４　カメラ
　４ａ　シャッター操作手段
　５　測距手段
　６　泡映像計測器
　７　演算器
　Ｂ　泡
　ｂ1，ｂ2　泡の映像
　Ｄ　距離
　ｅ　泡の映像の相対的移動距離
　Ｅ　ｅの実寸
　ｔ　時間間隔
　Ｖ　対水速度（時速）
　Ｗ　水面

【図１】 【図２】
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